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第
四
十
二
回
婦

人

の

地

位

委
員
会

に

N
G
Oか
ら

参

加

し

た

羽

後

静

子

さ
ん
と
売
買
春

問
題

と

と

り
組
む

会

の
報
告
会
か
ら
、
そ
の
様
子
を
紹
介

(
写
真
は
小
出
啓
子
さ
ん
撮
影
)

第42回

婦
人
の
地
位

委
員
会
か
ら

世
界
女
性
会
議
日
に
決
定

報
告

三
月
二
日
か
ら
十
三
日
ま
で
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
団
連
本
部
に
お
い
て
第
四
十
二

回
婦
人
の
地
位
委
員
会
(
以
下
財
地
委

と
酪
)
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
日
本
政
府
代
表
に
つ
い
て
、

今
年
か
ら
有
馬
真
喜
子
代
表
か
ら
目
黒

依
子
代
表
へ
と
十
年
目
の
交
代
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
回
N
G
Oに
と
っ
て
関

心
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
二
0
0
0

年
に
開
催
予
定
の
、
い
わ
ゆ
る
第
五
回

世
界
女
性
会
議
(
正
式
名
称
は
未
定
、

婦
地
委
で
は
、

「
北
京
女
性
会
議
+

5
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
)
は
、
二
O
O

O
年
六
月
五
日
1
九
日
の
国
連
総
会
の

特
別
会
期
中
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連

本
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま

っ
た
。
注
目
さ
れ
て
い
た
女
性
差
別
撤

鹿
条
約
の
選
択
議
定
吉
案
に
つ
い
て

は
、
婦
地
委
会
期
中
、
並
行
し
て
作
業

部
会
で
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
結
局
ま

と
ま
ら
ず
、
来
年
度
へ
の
継
続
審
議
と

な
っ
た
。
今
年
が
附
一
界
人
権
宣
言
五
十
周
年
と

い
う
ζ
と
も
あ
っ
て
、
今
期
に
成
立
さ

せ
よ
う
と
、

N
G
Oは
活
発
な
ロ
ビ
l

活
動
を
行
っ
た
。
円
本
政
府
は
、

乙
の

問
題
に
つ
い
て
「
思
慮
探
く
、
包
括
的

な
検
討
」
を
行
う
こ
と
で
「
で
き
る
か
ぎ

り
多
く
の
加
盟
国
が
採
択
で
き
る
よ
う

に
効
果
的
で
実
用
的
な
」
(
日
本
政
府
演

説
)
も
の
を
期
待
す
る
と
い
っ
た
、
か
な

り
慎
重

・
消
極
的
な
態
度
で
あ
っ
た
。

N
G
Oの
方
で
は
、
婦
地
委
会
期
中

羽は
後:

ニ
0
0
0年
の
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
の

時
期
や
、
場
所
、
運
営
な
ど
に
つ
い
て

伺
度
か
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
コ
ー
カ
ス
で
議

論
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
九
五
年
三
月

に
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
、
社

会
発
展
サ
ミ
ッ
ト
の
一

4
0
0
0年
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
と
の
闘
速
で
、

「社

会
発
展
サ
ミ
ッ
ト
+
5
」
と
「
女
性
会

議
+
5
」
共
通
の
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム

の
可
能
性
の
有
無
や
、
効
果
的
な
共
通

戦
略
歩
立
て
る
と
す
れ
ば
ど
・
っ
す
れ
ば

よ
い
か
な
ど
が
、
議
論
の
中
心
と
な
っ

た
。も

し
、
ニ
0
0
0年
六
月
の
国
連
の

特
別
総
会

・
女
性
会
議
と
並
行
し
て
、

あ
る
い
は
、
前
後
し
て
N
G
Oフ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
場
合
、
例
え
ば
、

国
連
か
ら
近
い
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
歩
会
場
に
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
意
見
も
出
た
。
具
体
的
に

は
、
全
て
こ
れ
か
ら
で
、
途
上
国
の
草

の
根
の
N
G
O参
加
の
た
め
の
経
済
的

支
援
や、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
身
な
ど
日

静
子
ヘ
北
京

J
A
C
前
事
務
局
長
/

戸
国
際
口
ビ
イ
ス
卜

」

本
の
N
G
Oも
、
今
後
、
積
極
的
に
準

備
段
階
に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
ろ
う
。
今
回
、
日
本
か
ら
は
約
ト
名
程
が
参

加
し
た
。
三
月
一
口
に
開
か
れ
た
N
G

O
の
全
体
協
議
会
で
は、

今
回
の
議
題

で
あ
っ
た
北
京
行
動
綱
領
十
二
の
重
大

問
題
領
域
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
、

「
女
性
と
武
力
紛
争
」
「
女
性
の
人
権
」

「
女
児
」
の
ロ
ピ
イ
ン
グ
戦
略
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
「
従

箪
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
N
G
O
コ
l
カ
ス
で

戦
略
が
話
し
合
わ
れ
、
政
府
レ
ベ
ル
で

は
、
韓
国
政
府
が
演
説
の
中
で
「
名
指

し
」
で
円
本
政
府
を
厳
し
く
非
難
し
た
。

「基
地
暴
力
」
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
グ

ル
ー
プ
が
海
外
N
G
Oに
広
く
、
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
た
。

筆
者
の
ロ
ビ
イ
ン
グ
・
テ
ー
マ
で
あ

る
「
国
際
人
身
売
買
撤
廃
」
に
つ
い
て

は
、
会
期
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、
現
住
一
九
四
九
年
条
約
の
選
択
識

降旗あつ子

去
年
の
秋
、
親
し
い
友
人
の

娘
P
が
自
殺
未
遂
を
図
っ
た
。

十
七
歳
の
P
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

の
ボ
l
イ
フ
レ
ン
ド
と
睡
眠
薬

砂
多
量
に
の
み
、
昏
睡
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
を
発
見
さ
れ
て

病
院
に
運
ぴ
、
会
ま
れ
た
。

P
は
こ
の
ボ
l
イ
フ
レ
ン
ド

伊
熱
烈
に
愛
し
て
い
た
。
「
彼

は
湾
し
ん
で
い
る
。
人
生
に
傷

つ
い
て
い
る
。
絞
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
私
だ
け
。
一
緒
に
死

ん
で
く
れ
と
い
わ
れ
て
、
ち
っ

と
も
迷
わ
な
か
っ
た
わ
」
と
母

親
に
語
っ
た
と
い
う
。

優
秀
な
高
校
の
国
語
教
師
で

あ
る
ζ
の
母
親
が
受
け
た
シ
ョ

ッ
ク
は
、
相
以ー
な
も
の
で
あ
っ

た
。
「
離
婚
し
た
の
が
い
け
な

か
っ
た
。

P
は
父
親
の
愛
情
に

，tmi諮耳鳴§

飢
え
て
い
た
の
だ
。
自
分
は
尽

親
失
格
」
な
ど
な
ど
、
彼
女
の

自
己
批
判
は
す
さ
ま
じ
く
、
数

カ
月
で
十
J
以
上
も
槽
せ
て
し

ま
っ
た
。
周
り
の
人
達
は
「
今

自
殺
の
多
い
国

A
 

a
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か
っ
た
と
い
う
。
よ
う
や
く
こ

の
枕
黙
が
破
ら
れ
、
人
々
が
自

分
た
ち
の
社
会
を
蝕
む
こ
の
現

象
に
目
を
向
け
始
め
た
と
も
い

え
る
。以
生
省
は
こ
こ
数
年
、
青
少

子
ど
も
に
悩
む
親
た
ち

度
は
彼
女
が
自
殺
す
る
の
で

は
」
と
本
気
で
心
配
し
た
。

理
由
や
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
こ
数

年
、
P
の
よ
う
に
他
の
解
決
策

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま

「
叫
ん
」
を
急
ぐ
若
者
た
ち
が
急

憎
し
て
い
る
と
い
う
。
先
汀
の

ラ
ン
ス
国
内
全
体
の
自
殺
者
は

一
万
一
千
一
百
八
十
人
、
未
遂

は
十
五
万
人
。
ち
な
み
に
同
年

の
交
通
事
故
死
は
八
千
八
卜

人
。
ト
五
歳
か
ら
二
卜
四
鼠
ま

で
の
死
凶
は
、
交
通
事
故
に
続

い
て
自
殺
と
な
っ
て
い
る
。
人

口
比
で
見
る
と
、
旧
ソ
連
諸
国

社
会
」
と
し
て
、
日
本
を
取
り
上

げ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
信
じ
ら
れ
な
い
」

と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
い

ま
自
分
の
7rは
大
ト
人
夫
だ
ろ
う

か
と
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
は

も
と
も
と
門
殺
事
引
が
多
か
っ
た

定
書
案
作
成
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

二
O
O
O年
会
議
に
向
け
て
は
、
規

制
緩
和

一
辺
倒
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
主

義
の
経
済
の
グ
ロ
l
パ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン

の
進
行
に
対
し
て
、
女
性
の
人
権
や
開

発
、
環
境
、
平
和
の
視
点
か
ら
い
か
に

新
し
い
規
制
や
枠
組
み
を
提
言
し
w

つ
る

か
、
ま
た
女
性
の
人
権
の
範
囲
を
経

済
、
社
会
、
文
化
的
権
利
に
拡
大
し、

「
自
己
決
定
権
の
制
度
化
t

を
い
か
に

提
言
し
て
い
く
か
が
、

N
G
Oの
課
題

で
あ
る
と
思
っ
た
。

て
、
積
極
的
に
平
和
を
つ
く
り
出
し
て

い
く
過
程
に
参
加
す
べ
き
だ
と
い
う
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
」
と
一
言
つ
。

乙
の
会
議
に
初
め
て
参
加
し
、
新
し

い
視
点
を
得
、
A
気
に
な
っ
た
と
い
う

大
森
さ
ん
は
「
少
女

・
子
ど
も
」
に
焦
点

を
合
わ
せ
て
動
い
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

N
G
Oが
子
ど
も
の
性
的
虐
待
、
性
的

搾
取
に
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
を

覚
醒
す
る
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

例
、
政
府
会
議
の
前
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
発
表
し
た
内
容
な
ど
を
紹
介
し
た
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
は
「
途
上
国
の

少
失
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

家
庭
内
の
不
平
等
、
家
族
の
権
力
構
造

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
少
食
へ
の

教
育
、
特
に
自
分
自
身
の
価
値
を
教
え

る
こ
と
が
大
切
」
「
紛
争
下
の
少
女
は
兵

に
よ
っ
て
妊
娠
さ
せ
ら
れ
、
紛
争
が
終

わ
れ
ば
少
女
を
捜
し
て
兵
は
去
る
。
少

女
は
不
純
な
者
と
し
て
元
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
兵
士

に
国
際
条
約
の
戦
争
犯
罪
に
つ
い
て
教

育
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
鼠
後
に
フ
ィ
リ
ヒ
ン
の
女
性

が
、
家
庭
内
労
働
に
追
い
込
ま
れ
る
少

女
の
問
題
を
語
っ
た
後
、

「
明
性
の
成

功
の
陰
に
は
女
性
が
あ
る
が
女
性
の
成

功
の
陰
に
は
家
庭
内
労
働
が
あ
る
」
と

い
う
一
言
葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ

た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
性
産
業
の

問
題
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
状
視
を
同
国
の
大

学
教
師
が
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
セ
ッ
ク
ス
ツ
ア
ー
は
お
ろ
か
、

今
や
メ
ー
ル
・
オ
ー
ダ
ー
花
嫁
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
十
三
歳
1
十
五
歳
く
ら

い
の
フ
ィ
リ
ヒ
ン
の
少
女
が
画
面
に
出

て
来
て
自
己
紹
介
伊
す
る
と
い
う
報
告

が
な
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
。

小
出
さ
ん
は
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
問

題
は
N
G
O、
政
府
会
議
に
も
話
題
と

し
て
出
さ
れ
た
が
い
ま

一
つ
反
応
が
弱

い
。
紛
争
下
の
女
性
、
戦
争
犯
罪
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
ず
国
際
世
論
を
高
め
る

ζ
と
が
大
切
だ
と
問
題
を
提
起
。

日
本
政
府
の
公
式
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い

て
は
、
選
択
議
定
苫
決
議
に
は
梢
極
的

な
言
い
ま
わ
し
、
女
性
の
暴
力
、
性
的

虐
待
、
国
内
の
批
判
等
に
つ
い
て
は
阿

ら
分
析
評
価
は
な
さ
れ
ず
、
ひ
た
す
ら

O
D
A
9
通
じ
、
ど
の
国
に
寄
付
し
た

と
い
う
と
と
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い

た
、
と
厳
し
い
指
摘
。

日
本
政
府
が
世
界
に
向
け
ど
ん
な
発

言
を
し
て
い
る
か
、
位
界
の
女
性
た
ち

と
連
携
す
る
た
め
に
も
、
女
性
た
ち
は

ιpvた
会
議
に
ど
ん
ど
ん
参
加
す
べ

き
だ
と
、
三
人
は
強
調
し
た
。

ど
う
な
る
?
民
法
改
正
案

超
党
派
議
員
立
法
で
実
現
を

九
六
年
二
月
、
選
択
制
夫
婦
別
姓
、

婚
外
子
の
相
続
差
別
撤
廃
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
民
法
改
正
案
が
、
法
制
審
議
会

か
ら
答
申
さ
れ
て
二
年
。
こ
の
間
通
常

国
会
が
二
回
も
聞
か
れ
な
が
ら
、
政
府

案
の
国
会
上
程
は
な
か
っ
た
。
昨
年
六

月
閉
会
の
前
国
会
で
は
、
民
宅
党
が
議

員
立
法
と
し
て
上
程
、
会
期
末
に
衆
議

院
法
務
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
が
、
向

民
党
の
反
対
で
廃
案
。
そ
の
後
、
社
民

党
と
さ
き
が
け
、
新
進
党
の
議
員
有
志

で
議
員
立
法
を
上
程
し
た
も
の
の
や
は

り
鹿
実
と
な
っ
た
。

ζ
の
間
民
法
改
正

「女性ニュース〉は、読者とともにつくる新聞です

司Fユー;夜、

実
現
に
向
け
N
G
Oで
は
、

前
願
署
名

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
動
を
展
開
、
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
国
会
で
も

上
程
の
動
き
は
な
い
。

二
十
四
日
、
国
際
婦
人
年
連
絡
会
(
五

十
一
団
体
)
で
は
、
民
法
改
正
は
い
っ

た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
「
ど
う

な
る
、
ど
う
す
る
民
法
改
正
|
各
党
議

員
と
の
態
談
会
」
を
聞
き
(
於

・
参
議

院
議
員
会
館
)
、
こ
れ
ま
で
運
動
を
し
て

き
た
市
民
団
体
と
名
党
議
品
で
話
し
ん
け

う
場
を
設
け
た
。
会
に
は
、
衆
参
の
卜

野
党
か
ら
議
員
が
出
席
。
口
取
も
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
別
姓
反
対
の
日
民
党

「平和アビール」を大きな波に

「
売
買
春
と
と
り
く
む
会
」
の
会
合

で、

N
G
Oか
ら
婦
人
の
地
位
委
員
会

の
会
議
長
茄
し
た
坂
内
義
子
(
日
本

友
和
会
)
、大
森
佐
和

(
S
T
O
P子
ど

も
買
春
)
、
小
出
啓
子

(
Y
W
C
A
)
さ

ん
ら
が
報
告
。

坂
内
さ
ん
は
会
議
全
体
の
仕
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
た
後
、
「
女
性
と
武
力

紛
争
」
の
分
科
会
を
紹
介
。
内
戦
の
中

で
幼
い
子
ど
も
が
軍
隊
に
取
ら
れ
た
り

女
児
が
レ
イ
プ
さ
れ
た
り
、
妊
娠
三
カ

月
が
過
ぎ
て
い
て
も
強
制
的
に
中
絶
さ

せ
ら
れ
る
な
ど
、
紛
争
下
で
女
性
が
抑

圧
さ
れ
て
い
る
状
況
が
各
国
か
ら
報
告

さ
れ
た
。
紛
争
下
で
い
つ
も
犠
牲
に
な

一
@政
府
代
表
の
目
黒
依
子
さ
ん
岡
と

る

の

は

女
性
。
そ
し
て
、
女
性
は
犠
牲

一
前

代

表

の

有

馬

真

喜

子

さ

ん

⑦

各

国

者

と

し

て

扱

わ

れ

て

き
た
。

し
か
し
、

一
の
代
表
。
出
会
え
ば
ど
こ
で
も
議
論

今
回
の
会
議
で
は
、

「
女
性
は
紛
争
を

「
川
崎
直
司
i
l
i
-
-
l
i
b
e
l
e
e
-
i

V

予
肪
す
る
ピ

l
ス
・
ア
ク
タ
ー
と
し
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作

を
除
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ィ
と
い
う
説
も
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
年
が
悩
み
や
問
題
を
打
ち
明
け
前
述
の
P
は
、
地
元
の
精
神
川

ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
l

教
で
は
、
自
殺
は
神
へ
の
冒
涜
ら
れ
る
相
談
所
の
全
国
設
置
に
病
院
で
数
カ
月
間
治
療
砂
受
け
川

ス
ト
リ
ア
に
次
い
で
世
界
で
四

行
為
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
た
。
娘
が
薬
づ
け
に
さ
れ
廃
人

川

喬
自
に
同
殺
者
の
多
い
国
だ
。
と
っ
て
こ
の
話
は
長
い
間
タ
ブ
が
、
予
防
と
同
時
に
未
遂
者
へ
に
な
る
の
を
恐
れ
た
母
親
は
、
川

十
数
年
前
、
日
本
の
小

・
中
ー
で
あ
っ
た
。
自
殺
死
を
他
の
の
そ
の
後
の
適
切
な
ケ
ア
体
制
ボ
ル
ド
ー
に
あ
る
青
少
年
自
殺
川

・
高
生
の
自
殺
が
相
次
い
だ
と
死
因
に
し
て
届
け
る
こ
と
が
多
の
充
実
化
も
、
今
後
唱
え
ら
れ
未
遂
者
心
療
セ
ン
タ
ー
に
P
を

川

き
、
こ
の
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
「
子

園
・
・
・
園
田
E
園
開
彊
闘
ス

送
っ
た
。
青
少
年
問
題
に
詳
し

川

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃幽
E

・四回国聞
」、--

供
を
死
に
追
い
や
る
恐
ろ
し
い

・
・
・
圃
・
圃
圃
聞
引
肘
い
専
門
家
の
ス
タ
ッ
フ
が
彼
ら
川

.

.

 酒

咽

圃

姐

温

計
甜
を
迎
唱
え
、
若
者
は
心
の
傷
が
癒
川

週

-Em脳
引
口
え
る
ま
で
こ
こ
で
寮
生
活
を
送
川

隠
臨
脳
圃
園
田
園
掴
掴

圃
詰

る

。
今
後
の
ケ
ア
体
制
の
在
り
州

醸
睡
圃
圃
圏
岨
幽
m
n
方
と
し
て
、
全
国
的
に
注
目
さ
川

;

ー

醐
圃
圃
園
周
・
回
国
国
醐
耐
に
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
川

園

園

田

昌

蘭

臨

げ

が

る
。

川

島

属

国

語

醐

蜘

幽

説

こ
こ
で
順
調
に
立
ち
直
り
つ
川

:
 

圃

園

田

冒

園
開

国

与

つ
あ
る
か
に
見
え
た
P
だ
が
、

川

----E・E・
-
園
川
タ

先
月
、
例
の
ボ
l
イ
フ
レ
ン
ド
川

て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
病
院
と
再
び
姿
ヂ
く
ら
ま
し
、
一
文
川

で
手
当
て
を
受
け
た
自
殺
未
遂
無
し
で
ス
ペ
イ
ン
を
旅
行
中
綿
川

者
の
・

2
っ
、
精
神
科
や
心
理
乍
察
に
補
導
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
領
川

者
ら
専
門
家
の
ケ
ア
を
受
け
た
事
館
に
拘
留
さ
れ
た
。
私
の
友

川

の
は
わ
ず
か
4
1
0
%で
あ
る
と
人
の
体
重
は
、
ま
だ
し
ば
ら
く
川

い

う

。

元

に

戻

り

そ

う

に

な

い

。

川

女性の行動で戦争への道にストッフ。

は
、
n
党
内
に
二
論
が
あ
り
、
党
を
代

表
し
て
出
席
で
き
る
適
当
な
人
選
が
で

き
な
い
u

こ
と
を
珂
由
に
欠
席
し
た
。

各
党
か
ら
出
席
し
た
議
口
か
ら
は

w
改
正
実
現
に
向
け
頑
張
る
“
発
言
が

相
次
ぎ
、
現
在
超
党
派
で
議
員
立
法
と

し
て
上
程
す
る
た
め
に
、
党
内
で
の
調

獲
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
が

あ
っ
た
が
、

「
か
つ
て
な
い
ほ
ど
膨
大

な
民
の
法
案
が
か
か
っ
て
い
て
、
日
程

が
混
ん
で
お
り
A
r
同
会
上
向
は
無
聞
で

は
な
い
か
」
(
民
政
党

・
川
よ
り

f
さ

ん
)
と
危
偏
す
る
政
均
一
J
も。

周
知
の
と
お
り
、
民
法
改
正
は
選
択

制
夫
財
別
性
、
婚
外
子
相
続
差
別
、
五

年
別
居
離
婚
、
再
婚
期
間
、
婚
銅
年
齢 会韻中。有馬さんの顔も見える

な
ど
が
、
主
な
内
容
。
特
に
論
議
を
呼

ん
だ
の
が
夫
婦
別
姓
。
現
行
の
問
題
点

は
、
夫
婦
同
姓
の
強
制
。
ど
ち
ら
の
姓

を
名
乗
っ
て
も
い
い
の
だ
が
、
結
果
、

殆
ど
の
ぷ
性
が
夫
の
姓
を
名
乗
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
職
業
上
不
利
益
を
被

る
、
個
を
喪
失
す
る
な
ど
の
理
由
以
外

に
、
口
取
近
で
は
親
の
姓
を
絶
や
し
た
く

な
い
、
墓
の
継
承
な
ど
の
理
由
で
別
姓

制
度
を
必
要
と
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
的
に
跡
取
り

問
題
が
あ
り
、
長
男
と
長
女
は
結
婚
で

き
ず
、
恋
愛
も
で
き
な
い
状
況
。
六
、

七
年
か
け
て
、
親
を
説
き
伏
せ
て
結
婚

で
き
れ
ば
い
い
ほ
う
で
、
あ
き
ら
め
た

と
い
う
話
の
方
が
多
い
。
独
身
に
は
、

独
身
税
歩
か
け
よ
う
と
い
う
発
言
が
あ

る
所
で
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
別
姓
。

ζ
う
い
う
地
域
を
救
っ
て

欲
し
い
」
(
日
本
青
年
団
協
議
会
)
、
「
鳥

取
で
は
、
県
議
会
で
η

夫
婦
別
姓
選
択

制
賛
成
“
の
主
旨
の
探
択
を
と
っ
た
。

運
動
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
」
(
民
法
改

正
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
、
「
税
理
士
の
登
録

は
戸
籍
名
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
キ
ャ

リ
ア
を
積
ん
で
か
ら
結
婚
す
る
人
が
多

い
の
で
精
神
的
な
不
利
盆
は
女
性
が
受

け
る
。
改
正
は
選
択
制
作
也
の
だ
か
ら
、

認
め
て
欲
し
い
」
(
全
国
婦
人
税
理
士
連

盟
)
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

別
姓
慎
重
派
の
中
に
は
「
通
称
使
用

で
も
い
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見

が
あ
る
が
、
「
そ
れ
は
、
向
分
の
問
題

で
は
な
い
か
ら
。
選
択
肢
の
多
い
の
が

成
熟
し
た
社
会
」
(
新
党
平
和

・
池
妨
保

子
さ
ん
)
、
「
通
称
使
用
し
て
い
る
が
、

実
は
不
便
。
結
婚
し
た
当
時
、
運
転
免

許
証
の
住
所
変
更
も
し
亡
い
な
か
っ
た

の
で
銀
行
口
座
も
聞
け
ず
、
国
際
会
議

に
呼
ば
れ
て
も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
名
は
一
戸

篇
名
で
、
呼
ば
れ
た
の
は
通
称
、
い
っ

た
い
私
は
推
な
の
か
」
(
新
党
平
和

・
丸

行
陪
織
さ
ん
)
な
ど
、
議
白
か
ら
通
称

使
用
の
心
犬
山
下

γ
報
告
も
あ
っ
た
。

同
連
絡
会
は
、
改
正
実
現
を
求
め
る

請
願
署
名
を
集
め
て
お
り
、
こ
の
け
も

集
め
た
署
名
を
議
員
に
手
渡
し
た
。

食海銀(符

， 
i
1
4
-
F
f
 
「
窓
法
九
条
烹
寸
り
、
戦
争
へ
の
道

に
ス
ト
ッ
プ
を
。
ん
弘
性
た
ち
が
力
を
合

わ
せ
、
平
和
な
・

A

卜
一世
紀
へ
」
|
|

一一一月卜
八
日
、
東
京
・
有
楽
町
の
マ
リ

オ
ン
前
他
で

「
タ
性
平
和
ア
ピ
ー
ル
賛

同
運
動
」
の
O
R
伝
行
動
が
行
わ
れ
た
。

「
タ
性
平
和
ア
ヒ
l
ル
」
は
、
日
米

政
府
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
合
尽
で
、
日

本
が
一
円
び
前
ポ
同
家
の
道
を
進
む
こ
と

を
危
出
す
る
タ
性
向
志
円
四
人
が
「
矢

性
が
い
同
を
上
げ
行
動
、
窓
法
九
条
を
ん
寸

り
戦
争
へ
の
道
を
ス
ト
ッ
プ
し
よ
う
」

と
、
今
年
s

J

丹
、
連
名
で
発
表
。

発
起
人
の
棚
田
ふ
さ
(
婦
問
連
会

民
)
、
江
尻
美
穂
子
(
日
本
Y
W
C
A会

k
)
さ
ん
ら
を
は
じ
め
、

H
I
v
r訓
ぷ

臥
刊
の
川
川
悦
子
、
俳
優
の
作
忠
f
、

国
語
学
者
の
寿
岳
章
子
、
主
婦
会
館
理

事
長
の
中
村
紀
伊
、
映
画
監
督
の
羽
田

澄
子
さ
ん
ら
幅
広
い
人
々
が
名
を
連
ね

て
い
る
。
賛
同
運
動
は
こ
の
「
女
性
平

和
ア
ヒ
l
ル
」
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
こ

う
と
い
・
つ
も
の
だ
。

こ
の
け
マ
リ
オ
ン
前
で
は
、
十
一
時

過
ぎ
か
ら
チ
ラ
シ
を
配
布
、
宣
伝
カ
ー

の
上
か
ら
リ
レ
l
演
説
で
街
行
く
人
々

に
r

事
え
か
け
た
。

財
団
連
副
会
長
の
守
谷
武
子
さ
ん
は

「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
科
は
、
活
法

の
枠
を
超
え
、
米
軍
の
軍
事
作
戦
に
日

本
の
日
衛
隊
が
自
動
的
に
参
加
す
る
と

い
う
危
険
な
も
の
。
今
、
国
会
に
ト
何
事

江
法
が
山
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

什
治
体
や
民
間
の
港
問
、
空
港
、
病
院

ま
で
後
必
支
援
の
基
地
と
さ
れ
、
私
た

ち
は
い
や
応
な
く
戦
争
に
協
刀
さ
せ
ら

関心を寄せる人は多い

eHI霊3・

力
合
わ
せ
「
九
条
」
を
引
世
紀
に
つ
な
げ
よ
う

売
れ
な
い
、
こ
と

に
真
面
目
な
カ
タ
イ

本
が
ダ
メ
と
、
ζ
の

と
ζ
ろ
あ
ま
り
明
る

い
話
を
聞
か
な
い
出

版
界
で
漢
文
協
が
雑

誌
・
現
代
農
業
の
別

冊
と
し
て
「
定
年
帰

農
」
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
売
れ

て
売
れ
て
、
増
し
刷
り
し
た
と

い
う

v
u定
年
帰
農
“
と
い
う

題
の
下
に
「
6
万
人
の
人
生
a

一

毛
作
」
と
あ
る
。
エ
ッ
、
六
万

人
っ
て
伺
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ら
、

、
新
規
臨
開
業
従
事
省
ほ
八

六
年
に
十
万
人
を
切
っ
て
か
ら

減
少
が
加
速
し
、
九
O
年
に
は

て
万
ヒ
千
人
ま
で
に
低
下
し

た
。
そ
の
後
は
回
復
基
調
に
な

り
九
五
年
に
十
万
人
の
大
台
に

乗
っ
た
。
う
ち
、
六
十
歳
以
上

が
六
万
人
を
占
め
た
」
と
あ
る

V

「
定
年
帰
農
」
に
は
こ
う
し

た
帰
庚
者
の
手
記
や
ル
ボ
が
の

勺
て
い
る
。
農
村
の
出
身
で
郷

哩
に
帰
っ
た
人
も
い
る
が
、
い

ま
ま
で
全
く
農
業
に
関
係
な
か

っ
た
一
凡
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
大

艶
、
楽
し
そ
う
に
体
験
を
語
っ

て
い
る
。
「
生
き
甲
斐
、
夢
満

開
」
「
漢
は
神
様
に
一
番
近
い
仕

事
」
と
V
農
業
は
ズ
ブ
の
し
ろ

う
と
が
す
ぐ
出
米
る
ほ
ど
簡
単

な
仕
事
て
は
な
い
だ
ろ
う
し
、

円
由
化
て
大
変
な
時
期
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
人
口
が
減
る
ば

か
り
だ
っ
た
農
村
に
都
会
か
ら

人
が
行
く
の
は
ま
こ
と
に
結

織
。
少
な
く
と
も
田
畑
が
荒
れ

た
ま
ま
に
な
る
よ
り
は
る
か
に

い
い
。
生
活
の
基
本
と
な
る
金

は
年
金
で
確
保
さ
れ
て
い
る
わ

け
だ
し
、
ま
ず
円
分
の
食
べ
物

づ
く
り
か
ら
納
め
る
の
も
懇
く

あ
る
ま
い
V
「
定
年
附
農
」
が

売
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
帰
農
し
た
い
人
も
多
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
金
ま
み
れ
、
都
会
文
化
一

辺
倒
だ
っ
た
日
本
も
変
わ
っ
て

き
た
と
思
う
。
イ
ギ
リ
ス
に

は
、
希
望
す
る
定
年
過
職
高
に

離
農
跡
地
浄
売
っ
た
り
貸
し
た

り
し
て
く
れ
る
制
度
が
あ
る
そ

う
だ
。
日
本
に
も
そ
ん
な
組
織

が
で
き
、
定
年
の
祖
父
母
の
も

と
で
、
孫
た
ち
も
夏
休
み
だ
け

で
も
庚
に
い
そ
し
め
ば
、
な
ど

思
う
。lIlli--le
--ya-
-BIll---

れ
て
し
ま
う
」
。

「
ア
ヒ
!
ル
」
に
名
を
連
ね
た
、
方

一
言
指
導
の
大
原
穣
F
さ
ん
は
「
私
の
仕

事
は
方
一
言
の
み
な
ら
ず
、
時
代
を
反
映

す
る
言
葉
を
提
言
し
て
い
く
こ
と
。
最

近
の
そ
れ
は
、
過
労
死
、
仮
設
死
、

官
々
接
待
、
と
ば
し
な
ど
。
カ
ロ

l

シ
、
ト
パ
シ
な
ど
の
不
名
汗
な
け
本
語

は
、
そ
の
ま
ま
外
国
語
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
本
来
の
夢
の
あ
る
J
U
繋
が
使

わ
れ
る
日
本
に
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
、
憲
法
九
条
を
読
み
上
げ
た
。

賛
同
運
動
で
は
団
体

(-ua二
千

円
)
、
個
人
(
同
a

a

百
円
)
の
カ
ン
パ
を

募
り
、
五
月
三
日
の
全
国
紙
に
意
見
広

告
を
掲
載
す
る
予
定
。
カ
ン
パ
等
の
聞

い
A
h
わ
せ
は
、

「
ん
民
性
平
和
ア
ヒ
l
ル

質
問
巡
動
」
唄
務
局
回

ω・
3
4
0
1

・
6
1
4
7
(財
団
連
内
)
へ
。

チラシを配布。



(2 ) 〈月曜日〉1998年 3月 30日~ 
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党
派
を
超
え
て
運
動

む
に
集
う
当
事
者
た
ち
は
、
一

十

一
日
、
集
会

「
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
じ
ゃ
い
け
な
い
の
行
ヤ
メ

テ
H
児
童
扶
長
手
当
の
削
減
」

を
聞
き
、
怒
り
の
声
を
あ
げ
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
生
き
や
す

い
社
会
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

出
し
た
(
渋
谷
勤
労
福
祉
会

館)。厚
生
省
の
予
算
が
決
ま
り
国

会
で
予
算
案
が
通
る
の
は
確
実

と
い
う
状
況
の
巾
で
も
、
各
自

治
体
で
実
施
し
て
い
る
医
療
問

助
成
、
水
道
基
本
制
金
減
免
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
の

受
給
資
格
を
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
栴
と
連
動
さ
せ
る
な
、

と
各
地
で
川
崎
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。東
京
都
の
場
合
、
自
民
、
公

明
、
民
主
、
社
民
、
生
活
者
ネ

ッ
ト
、
共
産
党
と
超
党
派
の
議

員
が
紹
介
議
員
と
な
り
四
月
識

児
童
扶
養
手
当
の
大
幅
な
削

減
が
行
わ
れ
た
予
算
。
こ
の
ま

ま
通
れ
ば
八
月
か
ら
七
万
四
千

世
帯
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
し

ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず

・
ふ
ぉ

l
ら

都
議
会
で
の
取
り
組
み
を
語
る
自
民
党
の
近
藤
議
員

材料 (4人分)

豚ヒレ肉500g 、
塩小さじ弘、ブラ

ックペパー小さ

じy6、にんにく l

片、オリーブ油大

さじ 3、赤ワイン
150cc、コリアンダ
一六さじ l、クミ

ン小さじ 2、芽キ

ャベツ 4個、にん

じん l本

赤
ワ
イ
ン
煮
》

{
作
り
方
】

①
膝
閃
は
一
口
大
に
切

り
、
塩
と
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ
ー

で
下
味
を
つ
け
る
。

②
に
ん
に
く
は
み
じ
ん
切

り
、
に
ん
じ
ん
は
乱
切
り
、

芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
縦
半
分
に
凶

っ
て
お
く
。

③
銅
に
オ
リ
ー
ブ
油
と
に

ん
に
く
伊
入
れ
、
加
熱
し
香

り
が
た
っ
た
ら
、
①
の
肉
を

加
え
強
火
で
表
面
を
こ
ん
が

り
焼
く
。

④
赤
ワ
イ
ン
を
加
え
て
沸

騰
さ
せ
た
ら
、
に
ん
じ
ん
、

芽
キ
ャ
ベ

Y
を
加
え
、
弱
火

4
一
で
叩
分
煮
る
。

+
h
 
つひもずカおの当弁

相お

Z 

ニzー.圃--1主主

日
本
の
肱
肉
の
消
費
量

は
、
食
肉
総
梢
白
雨
の
4
割

を
内
め
て
い
ま
す
。
栄
養
的

に
見
て
も
ビ
タ
ミ
ン

B
を
多

く
含
み
、
疲
労
回
復
に
効
果

的
な
食
品
と
し
て
知
ら
れ
て

3c 

砂264‘

い
ま
す
。
豚
肉
の
料
理
方
法

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
肉
の
臭
み
が
気

に
な
る
人
が
多
い
の
で
、
豚

肉
臭
さ
を
梢
し
、
さ
ら
に
肉

に
合
う
香
り
を
付
け
る
た
め

の
ス
パ
イ
ス
を
使
う
と
よ
い
い
場
合
は
、
セ
l
ジ
を
少
し

で
し
ょ
う
。
今
回
は
ヒ
レ
肉
用
い
ま
す
。
香
り
付
け
に
、

を
使
う
の
で
臭
み
は
余
り
強
ク
ミ
ン
を
使
い
ま
し
た
が
、

く
な
い
の
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
好
み
の
ス
パ
イ
ス
に
変
え
て

パ
l
や
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
砂
使
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

用
。
も
し
、
肉
の
臭
み
が
強
《
豚
肉
と
芽
キ
ャ
ベ
ツ
の

ス
パ
イ
ス
事
典

コ
リ
ア
ン
ダ
ー
が
ま
だ

苓
立
ち
し
な
い
若
い
苗
の

杏
り
は
、
欧
米
人
や
中
国

人
に
大
変
好
ま
れ
て
い
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ

ン
ド
に
至
る
地
域
で
は
、

常
食
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で

て
い
る
o

n

遺
棄
“
の
場
角
、

安
否
を
尋
ね
る
電
話
一
本
あ
っ

て
も
遺
棄
と
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
。
こ
ん
な
調
査
は
ひ
ど
す

ぎ
な
い
か
」

「
親
と
同
居
し
た
ら
家
族
の

年
収
が
多
い
か
ら
と
児
扶
手
当

て
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
そ
の
後

リ
ス
ト
ラ
で
職
を
失
い

F
吋
て

再
開
を
申
請
し
た
ら
、
家
を
出

な
け
れ
ば
ダ
メ
と
い
う
。
食
べ

ら
れ
必
い
か
ら
同
居
し
て
い
る

の
に
。
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
の

メ
ン
バ
ー
が
連
覇
し
て
く
れ
、

や
っ
と
手
当
て
が
認
め
ら
れ

た
。
泣
き
寝
入
り
し
た
ら
駄

口
」
な
ど
、
生
活
の
実
態
と
差

別
と
貧
困
に
目
を
つ
ぶ
り
、
切

り
捨
て
る
政
策
に
悠
り
の
声
が

っ
つ
い
た
。

会
場
に
は
都
議
会
議
員
も
出

席
し
て
い
た
が
、
近
藤
や
よ
い

さ
ん
(
自
民
)
は
「
こ
の
問
題

は
党
派
を
越
え
て
向
と
か
し
た

い
と
超
党
派
で
頑
張
っ
て
い

る
。
医
療
自
助
成
カ
ッ
ト
の
う

ち
、
入
院
し
た
時
の
昼
食
代
七

百
円
を
取
る
と
い
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
撤
回
さ
せ
た
」
等

説
明
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組

む
と
約
束
し
た
。
自
民
党
の
議

員
で
こ
の
種
の
集
会
に
出
席
は

珍
し
く
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。

両性の平等部門から選出

初の、マイナス大賞、も出た
"の社受
男広担賞
性報当作
宣者品
で伝 。に
い担会つ
つ当場い
lま者にて
し、カ勺ま音吾
多企る
<業各

(
社
)
自
白
人
権
協
会
主
催

の
第
三
朗
人
権
広
告
大
口
(
一

九
九
七
年
一
月
か
ら
十
二
月
)

が
決
ま
り
、
一
一
一
月
十
七
日
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
の
受
口
作
は
、
プ
ラ

ス
作
品
マ
イ
ナ
ス
何
品
と
も
両

性
の
平
等
部
門
。
い
い
作
品
と

し
て
大
口
を
受
賞
し
た
の
は
、

ア
テ
ニ
ア
化
粧
品
、
コ
マ

y
、

丸
大
食
品
。
ア
テ
ニ
ア
、
コ
マ

y
は
と
も
に
伝
統
的
に
男
性
の

職
業
と
さ
れ
て
き
た
分
野
で
働

E
一
事
白
書
い

I
r
u
-
Jア

踊

幽

置

;JIJJUIPA-aも

圏

圃

「

・一

宮

香
川
1
一
1
Jヰ
!
?
~

i-田
園

置
一樋
彊
F
1山口
'γ
一院一
-
J

-

醐
幽

・71岬戸建
繕滋
ヘト
i

l

上山

寺
一

4

醐盟

回一
一点
謀
議
事
撃
事
岡
一

面…

1
a痩
il--J

E

⑤
さ
ら
に
コ
リ
ア
ン
ダ

ー、

ク
ミ
ン
を
加
え
、
妙
め

合
わ
せ
て
か
ら
日

i
m分
煮

て
、
塩
、
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

l

(
分
畳
外
)
で
味
を
盤
え

る。
⑥
血
に
野
菜
と
と
も
に
閃

を
盛
り
つ
け
る
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

側
食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
じ
ロ
子
)

、，aa

e

用

ダ

作

ン

本
ア
基
リコ
辛昧付け-{::(

色付け

香り付け交交交交

臭み消 し-{::(-((交交

す
。
特
に
、
中
国
制
理
で
は

「
香
草
」

と
呼
ば
れ
、
パ

セ
リ
同
様
に
、
冷
菜
の
飾

り
に
し
た
り
、
ス
ー
プ
や

粥
に
散
ら
す
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
完
熟
し
た
果

実
(
シ
l
ド
)
は
、
肉
、

卵
、
豆
料
理
な
ど
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

自由人権協会主催

⑦
 
ツマ

一
コ

川
誠一
@晶
一
ら
粧
カ
化
晶
ア
作
ニ
賞
テ
受
ア

第
三
期
人
権
広
告
大
賞
受
賞
作
品

く
女
性
を
肯
定
的
に
描
い
た
も

の
(
ア
テ
ニ
ア
は
庭
師
、
コ
マ

ツ
は
林
業
)
で
、
好
感
が
も
て

る
と
さ
れ
た
。
丸
大
ハ
ム
は
製

造
技
師
と
い
う
専
門
職
を
拙
く

の
に
男
性
女
性
を
一
人
ず
っ
と

り
あ
げ
、
男
性
と
同
じ
資
格
を

持
ち
対
等
に
働
く
女
性
を
描
き

評
価
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ス
作
品
は
第
三
回
の

こ
と
し
、
初
め
て
H

受
口
“
作

が
で
た
。
日
本
オ
フ
ィ
ス
サ
ー

ビ
ス
が
昨
年
四
月
日
経
新
聞
に

の
せ
た
も
の
で
、
若
い
女
性
の

上
半
身
裸
の
写
真
が
中
央
に
大

き
く
放
っ
て
お
り
、
コ
ヒ
l
は

「
思
い
切
っ
て
!
オ
フ
ィ
ス
も

省
替
え
ま
せ
ん
か
?
」
。
宣
伝
の

内
容
と
関
係
な
く
女
性
の
身
体

を
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て

用
い
た
典
明
例
と
さ
れ
た
。

乙
の
臼
は
、
東
京
地
区
で
発

行
さ
れ
た
全
国
紙
同
紙
に
掲
赦

さ
れ
た
広
告
を
対
象
に
自
由
人

権
協
会
人
権
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
小
委
口
会
が
審
査
し
て
決
め

る
。
次
性
差
別
の
ほ
か
に
人
柏|( .....釦司・一.....) 

-
民
族
差
別
、
部
落
差
別
、
障

者
者
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人
権

に
関
す
る
問
題
が
審
宣
対
象
と

な
る
が
、
今
年
は
プ
ラ
ス
、
マ

イ
ナ
ス
と
も
女
性
差
別
問
題
に

集
中
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
部
門
は
、

第
一
向
か
ら
問
題
を
指
摘
さ
れ

る
作
品
は
あ
っ
て
も
大
口
ま
で

は
、
と
、
見
送
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
初
め
て
n
受
口
u

作

の
出
現
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
広

告
主
が
そ
の
前
年
も
同
じ
広
告

を
掲
載
、
問
題
点
を
指
摘
し
手

紙
も
出
し
た
が
全
く
無
視
さ

れ、

一一
年
連
続
問
題
作
渇
放
と

な
っ
た
の
で
、
「
見
過
と
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
、
初
の
"
マ

イ
ナ
ス
大
口
u

と
な
っ
た
も
の

と
い
、
っ
。

表
彰
式
で
ア
テ
ニ
ア
化
粧
品

の
岸
代
表
取
締
役
は
「
信
念
を

も
っ
て
庭
師
と
し
て
行
動
し
て

い
る
女
性
の
姿
が
見
る
人
の
好

感
を
呼
ぴ
、
広
告
効
果
と
し
て

も
大
変
よ
か
っ
た
」
。

丸
太
ハ
ム

・
総
務
部
の
陣
片

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
丸
大
ハ
ム

は
、
男
女
を
意
識
せ
ず
と
く
自

然
に
女
性
が
対
等
に
働
い
て
い

る
会
社
。
女
性
の
海
外
研
修
も

や
っ
て
い
る
し
、
昭
和
三
十
年

代
に
、
ト
ッ
プ
歩
き
っ
て
企
業

内
保
育
園
を
つ
く
っ
た
歴
史
も

あ
る
」
と
、
企
業
の
姿
勢
が
自

然
に
こ
の
広
告
に
な
っ
た
と
話

し
た
。

一
九
九
七
年
四
月
十
四
日
、
有
明
海
諌
阜
商
に
三

百
九
十
三
枚
の
鉄
板
が
落
さ
れ
、
糊
受
け
堤
防
が
閉

め
切
ら
れ
た
。

-

C
の
四
月
卜
四
日
を
「
干
潟
を
守
る
日
」
と
し

"

、

て
、
諌
早
千
潟
緊
急
救
済
本
部
と
同
東
京
事
務
所

l
s
i
s
-
-
民

¥

は
、
干
潟
の
保
全
を
テ
!
マ
に
「
干
潟
を
守
る
日
フ

l
i
-
-司
戸

ェ
ア
1
9
9
8
川

T
o
k
y
o」
を
開
催
す
る
。

h
1
3
ん

t
フ
ェ
ア
を
通
し
て
諌
早
湾
干
拓
の
問
題
を
改
め
て

」
メ

一

二

関
考
え
る
と
と
も
に
、
日
本
全
国
の
干
潟
や
湿
地
の
保

叶
叶
l
叶

J
謹
と
再
生
を
呼
び
か
け
よ
う
と
い
う
も
の
。

.

内
容
は
、
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
を
使
つ
て
の
全
国
の

干
潟
や
湿
地
の
現
状
の
紹
介
、
高
野
孟
、
ピ
l
タ
l

」
・

パ
ラ
カ
ン
さ
ん
ら
に
よ
る
ト

l
ク
や
、
子
ど
も
と

門

大
人
が
仲
よ
く
ク
イ
ズ
や
ゲ
l
ム
で
遊
べ
る
コ

l
ナ

u

ー
も
あ
る
。

'

最
後
に
、
「
干
潟
玄
寸
る
日
」
宣
言
を
仔
っ
。
現

在
「
宣
言
」
賛
同
者
を
募
集
し
て
い
る
。

、

「干
潟
を
守
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